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Aspects of parents' "child disability cognition and disability acceptance process"
－ Seven patterns seen in case analysis－
Akiyoshi Ito
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⑷　高等学校 
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そこで、図 1 中における矢印①、矢印②、矢印③の長さの相違に応じて A ～ G とい
う 7 つの「障害認知・障害受容過程」のパターンを考えた（図 2）。
図 2　障害認知・障害受容過程のパターン
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ここでは、9 つの事例（Ⅱ. 3.）と「障害認知と障害受容過程（7 パターン）」の関係
について考える。
［事例 1］：現時点ではパターン G に該当すると考えられる。本ケースの場合、担当
保育士の申し送り、その後の小学校以降のサポートや働きかけにより、
ABCDEF のいずれかのパターンに移行する可能性がある。
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［事例 3］： 就学後早期のパターン A に該当すると考えられる。「障害認知」以前の過程
（矢印①）では母親の苦しみや葛藤は大きく、その矢面に教師がなり、双方
の心理的疲弊は大きかったものと思われる。母親の「障害認知」以後から「障
害受容」以前までの過程（矢印②）の長短によりパターン C かパターン E
を辿る可能性もある。









［事例 6］： パターン G に該当すると考えられる。支援者は保護者に「障害認知」を促
すことに大変な困難を要すると予想される。将来に繋がると信じた支援者に
よる保護者への諦めない関わり・働きかけが大切であると考えられる。
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には 7 つのパターンがある可能性を見出した（図 2）。
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